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． の交  

 

の お の の 1

お 共交 用し も え

こ で実施したアン ート 共交 で のト ル

し も 研修 どの こ

こで のた の 交 た の 子 用 用 お

ートカード 作成し 交 用 た  

 

． 子 の作成 

認知 者に対する理解、公共交 機関利用

の対応ポイントについて理解を るため、

の 3 の を作成しました。 

 

の ・  

ポ ト イ の 子を作成し、交 従事

者が に できるようにしました。 度

認知 の方など から公共交 機関を利用

している実 があることを し、 の 、

内、 ス車内などの利用 における事

と 体的な対応について に理解するた

めのものです（図 1）。 

 

の ・

え し 交 し  

交 事業者等が学 会を行う に使用でき

るよう、関連 ータやト ク等を んだか

た で情 をまとめたものです。人 に め

る認知 者の 合、対応の とポイント、

交 事業者が の団体と連 して に取

り組 子、 ・認知 事者からのメ

ージ、相 の情 等で 成されてい

ます（図 2）。 

 

３ お ートカード 

りたた と名 大になるメ ージカー

ドで、公共交 機関を利用する人が った 、

支援や が必要な 合に相手に えること

ができるものです。 りる や ス 、使い

方を ねる 合、 体的な支援の要 （「 っ

くり して さい」「体調が いです」「

でお いします」）、のメ ージが ってお

り、これを な に な応用が 能です。

自分から で えるのが しい方 にも

活用してもらうことが 能です。また、交

従事者の方も、こうしたメ ージカードで

意志を えて来る方がいることを してお

くことが大 です（図 3）。 

 

こうした の 、研修会や ミ ーで

の を じて理解を める活動を行ってい

ます。 

 

．研修・ ン ウム の  

成 30 年度は京 市交 の人 研修で

子等が 用されました。この研修は、京

区の 支援 ンターと連 し、

認知 ポーター 成 の として、

速 部 業 （京 市 ） を対

に 4日 に たって実施したものです。145

人の方が しました。 

認知 事者からの オメ ージ、イ

リスの交 機関や での取り組 等を

して、 の 子等を使った研修を 開し

ました。 とんどの方が認知 研修は めて

でしたが、研修の必要性を認め、 ーク

などによる対応方 の実 も 考になっ

たと を ていました。 

この か、 財団が 年行っている交

ポート ージ ー研修においても 子等を

活用して周知を行っています。 

また、 成 30 年度は 市において「

者が 心して 車や スに れるように ～

交 機関と認知 ンポジウム～」と題する

催しを開催し、交 事業者、自 体関係者、

認知 事者・ の方など 150 名を える

方にご 加 きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ル スカッ ンの様子 

 

今 もこうした活動を じて、交 事業者

の理解を め、 心して利用できる公共交

機関実 を目 します。 
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．交 ア ー ス ム 

おで ット  
 

 で の の 共交 用

つ ア ー施設 換案内 の え オ ン ック・

ン ック の も

の助成 こ の 用 ー え で ス ム し

し で し した

  

1 1 おで ット  

 「らくらくおでかけ ト」は、 者・障害者

等が の公共交 機関を に利用できるよう

にすることを目的に、 、 ターミ ル、

スターミ ル、 ターミ ルの リア リー設

備情 や、 交 機関の リア リー 換経 情

等を提 するインター ト イトです。2002（

成 14）年 1月 25 日より 公開し、2018（ 成 30）

年で 16 年 が経 しました。この に、情 提

内 の 、アク リテ や見やすさに し

た イトの イン・機能の改 、他の イトとの

連 を図ってきました。 

 

1  おで ット で  

） ・ターミ ル情  

 、 ・ ス・ の ターミ ルの

リア リー情 を施設 に しています。 体的

には、「 本情 」「トイレ情 」「車いすでの 動

情 」「 内図」「 ンドル 動車いすでの利用」

「ホームドア設置 情 」「 ー スの利

用」などです。 

）経 検  

 車いすで利用しやすい （ 換が ない、車いす

で 動 能な経 がある）で検 が 能です。「

す と」 の経 ータと、「らくらくおでかけ

ト」に登録された リア リー情 を利用して検

を実施しています。 

） 内図 

 規 が大きく、 の 換がある について

は、 自の 内図を作成し、公表しています。 

） ンドル 動車いす利用 能 情  

 事業者からのリスト提 を け、 ンドル

動車いす利用 能な の情 （利用 ・規 、

利用 能 、利用 の 意事項等）を

イルで しています。 

）ホームドア設置 情  

ホームドアが設置されている を、事業者 ・

に で しています。なお、ホームドア設

置 情 については、「 ・ターミ ル情 検 」

に、ホームドア設置 の 情 を て し

ています。 

） ー ス情  

・ターミ ルから利用 能な「 ー

ス」がある 合は、事業者リストを表 しています。

ただし、東京・京 ・大 の 合は、それ れの

合 車 ンター（共同 車 ンター）の 号を

て表 しています。 

） ページ（ただし、 ・ターミ ル情 検

の ） 

ページでは、日本 ページと 同等のレイ

アウトで情 を提 しています。また、「 図（  

）を ページで同ページ内に しておりま

す。 

  

 

 ・ つ  

 の ステムにおいては、検 ンジンの

化や、 ・ターミ ル情 提 機能、経 ・

検 機能、ス ート ン対応、外 対

応、 ス 対応、視覚障害者を な対 者と

したアク リテ 対応等が 題となってお

り、これまでの ー 調査等により改 が め

られていました。 

 

３ イトの  

1 トッ ー  

 ト ページは、要 の見やすさの向 や、

表 の 化を重視しました。 体的には、

等の要 の大 化、ページ に散 してい

たメ ーの 合・ 理、 や重要な タ

ンの 目度の改 等を行い、できることの リ

ームは変えないまま、表 を ン ルにしま

した（図表 を ）。 

 ・ ー ル ー  

 ・ターミ ル情 ページは、 情 の表

の を し、項目名と 項目に く情

が 目で かるようにしました。 

 ー  

 経 検 ページは、これまで を考

しない経 案内の でありましたが、外部 イ

ト（ジ ルダン社「 換案内」）へのリンクを行

うことで、 検 も 能としました。 

 ス ート ン用 イト 

 年のス ート ンの急速な 及への対応

として、ス ート ン用 イトを作成しまし

た。 ン用 イトの表 から情 は ら

さ 、 の大きさをス ート ンでの

に適したものにした か、 要 を 方向に

置しました。 

 イト 

 これまでは 部の ・ターミ ル情 の が

対応となっていましたが、す てのページ

を で表 しました。 

 

 アク ビ の  

 アク リテ 準「JIS  8341 3 2016 

者・障害者等 設 情 にお

ける機 、 トウ ア及び ー ス 

部 ウ ンテン 」への対応を目標に、

レ ル 準 、レ ル に 部対応しました。 

 

 

図  おで ット トッ ー  

 

 の  

1  

 年度内に 3回の検討 会を開催した。 

回 2018 年  9 月 14 日（ ） 

回 2018 年 12 月 18 日（ ） 

回 2019 年  3 月 13 日（ ） 

 

  

 イトの にあたり、学 経験者、障害

事者団体 表者、交 事業者、交 関係協会、

交 省等19名から成る検討会を設置して助

を ました。 
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３．交 ート ー ー研修 

 

ス ど した 共交 ア ー

研修 実施し ー ン えた 介助 の

内 お た の施 も した ム し

こ で 1 で 1 修 し  

 

．研修の  

この研修は、 事業者や ス事業者の

など、日 的にお に している方を対

に、障害のある方、 の方などへの ・

助の 本を するものです。 大の

は障害 事者が となり、 義や実 のア

ド イスだけでなく、対応が しい事 など

を題材に 人 でグルー スカ ン

を行い、交 事業者、利用者 方の相互理解

を める にあります。利用者と係 という

関係を れて、より な公共交 機関のあ

り方を に考えるという で互いの「

き」が生まれます。新 社 から経験者まで

あら る の方に ます。 

交 リア リー では、交 事業者がそ

の に対して適 な教 を行うことが

義務として められています。2018 年の

改 リア リー では、 リア リー設備

などの ード 備に加え、 の教 な

ど ト と 体となった 画 くりとその

実施が交 事業者に められることとなりま

した。 

交 省では 2018 年に 交 事業者に向

けた ガイドライン を公表し、交 事業

者が取り組 き グラム案などを して、

教 の を ししています。同ガイ

ドラインは、障害はその人個人の中にあるの

ではなく周 の が障害を作りだしていて、

それを取り除くのは社会の責務であるという

「障害の社会 ル」の考え方の理解を め

ることを めています。 

 

写真 1  

 

写真  ス 用 た実 の様子 

 

表 1 ムの  

1  

・ リア リー と ・ 助の必要性 
・障害の理解と ミ ー ンの 本 
・障害のあるお の日 生活と 動  
・ ・ 助方 の ・実  

 

・ 日目の り り 
・障害のあるお の日 生活と 動  
・ ・ 助方 の ・実  
・ きのトレー ング（グルー スカ

ン） 

 

この研修においても な障害 事者や

の による 義、 度の理解等を

じて、2020 年に向けた の方 とも合 し

た グラムを 開しています。 

 

． の  

者のアン ートでは 9 の方が

「実 の業務に つ」と回 しています。

また、自由記 においては「障害のある方か

ら生の を くことができたので、 いなが

ら行っていた行動を確認することができた」、

「障害のある方と意見交換をしたことで、

めて かされることが多くありました」、

「 学、障害 事者の 、実 、 ーススタ

が まれており、 合的に学 ことがで

きた」などの意見が出されており、障害 事

者が 画する研修の が行かされるかた

となっています。 

 

３． 1 の 実  

2018 年度は、東京会 で 3回、関 会

で 2回の集合 研修（ ス、 等の 事

業者合同の研修）を開催しました。他に個

事業者向けとして、神 市交

向け研修 1回、京 市交 向け

研修2回、同 ス 向け研修1回を実施し、

合 9回 213 名の方が修 しました。修 者

には りの修 が交 されます。 

 

表 2 これまでの修 者  

  ス 

1  1  1  

こ での    

ス  1 1  

 

開催 については、より 加しやすい

を えるため、今 、名 、 区で

の開催実 に向けて準備を めます。 

また 年、研修修 者を対 として 交

ポート ージ ー研修を開催していま

す（2018 年度は 実施）。 研修は、交

ポート ージ ー研修を自 開催したい

事業者向けの研修です。 研修修 者はリ

ーダーとなり、障害 事者が 画する研修を

自社内で 画、実施するものです。今 もリ

ーダーの 成、自 開催の支援などに取り組

です。 

 

 

写真  ルー スカッ ン の

の 表の様子 

 

． の し  

研修を実施するためには、交 事業者と

に リア リーのための 題を考える

が必要です。今 、交 事業者の研修におい

ても障害者の 加が標準的なものとして

することが されています。 

交 財団では、 I日本会議と障害

事者のリーダー 成研修を共催するなど、

多くの障害 事者の方と連 しています。

2018年は で 3日 のリーダー 成

研修に関 りました。今 も、 く活 でき

る障害 事者 の 成に を れていきま

す。 
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． ア ー ムの実施 

 

市 た ア ー の の し

の実施 む も 交換 し の し

ー ット作成のた の した  

 

．  

 2010 年度から検討を開 した 事業は、

「 」や「 」、「 り 」が な人 にと

って利用しやすくするための リア リーや

ー ル インを り に、 もが

らしやすい社会について考えるための グ

ラムとして検討を めてきました。これまで

レ ース（ 学生 4年生 向け）

ジ ア ース（中学生 向け）の

ンテン の作成及びウ イトによる公開

を めてきました。 レ ースでは、

子の他に教 用 子、 ーク ート及

び ーク ート ン ル、ジ ア ースで

は、 子の他に使い方、 ーク ート及び

ーク ート ン ルを作成し、これらを用い

た授業実施のための支援や、出 授業の実施

等に取り組んできました。 

 学 では に 4年生～6年生を対 とし

て 合学 等の授業で 子や 助教材等を使

用しながら 学を実施したり、 中

の学 生を対 とした 学を行うと共に、

車いす体験や ー ジ ン体験 ト等を使

用した体験も交えた授業を実施しています。 

中学 では に修学 行生（中学 3年生）

を対 として東京 人 ンター人

ラ をお りして、車いすやアイ スク、

産 体験 トを使用した体験と 子や 助

教材を活用した授業を実施しています。また、

画の ー ル を して「心の リ

ア リー」についても考える を設けてい

ます。 

 その他、心の リア リーを考えるための

動画を した学 も取り れた大学での 義

実施、より多くの学 への 及を図るため、

社団 人日本 協会が 催する

「 学生新 ンクール リア リー 」

に協 しています。 

 

  

子    子 

 

ムの ーム ー  

 

での実施  

ン ーでの の実施  

 

での実施  

ンクール 作  

 

．実施内  

 これまで で 学 97 、中学 31 、

その他 32 か で実施し、 レ ース

子 17 000部、ジ ア ース 子 10 000

部を してきました（2018年3月 ）。 

グラムを作成してから 7年 くが経

しており、内 や事 の見 し、 られた

で実施する中で 子自体の リ ーム

などが 題としてあ られていました。また、

子どもへの学 グラムを実施してきた中

で、 との が し、

利用者への対応による相 を った

教材作りについての検討の必要性も され

てきました。 

これらの 題解 のため、慶応義塾大学の

中野泰志教授を 査に え、「 利用者や学

等への リア リーの ・ 及検討意見

交換会」を開催し意見交換を行いました。そ

の 、 学 3・4年社会 での 開に り、

教 用手 案を作成、中学生は修学 行等で

の取り組 を検討するという方向性が され

ました。教 用手 は 学生の教 の改訂

タイミングに合 て実施することとし、今

年度は レ ースの 子の見 しと、

内 の リ ームを えた 版 子の

成を検討しました。 

 な修 内 としては、 の りです。 

・ 学生にも かりやすい 使いへ 

・「心の リア リー」の追加 

・「 っている」ではなく「 便に じている」

に修  

・ ー ル インタク ーの追加 

・事 の変 （案内のための イン、

き 号機、ス ー 、 スの車外表

置、 スのス ー 、 スの行き

案内、 スの 、車 内の車いすスペ

ース、車 内の案内表 、 行機の機内用

車いす・ 車いす） 

・イラストの変 （ ンステ ス、 ス

車内、 ーク の実 に行動しよう、

ーク の体験して よう） 

 

 

 

 

 

 

イ スト  

写真の ス ー イン  

 

 また、 レ ース 子の 版の 成内

としては、 ける大きさとするため ジ

ク り（ 開 2、 がり 5）として、表 に

な人がいること、 や り の リア リー

事 の 等、 は、ま なかにある リア

リー事 の やクイ を することにしま

した。 

 

３． の  

2019 年度は、 学 や なイ ントで

の 版の試行を め、 成を目 すととも

に、 向けの取り組 内 について検討を

継続する です。 
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．手 の  
 

 で 成 し 手 し こ した

お 手 の で こ も 手 の

で  

で で 共交 手

し 共交 お の 図

  

1 1  

）開催  

 開催 は、 のとおりです。 

回目 5月 23 日から 7月 25 日 

回目 8月 29 日から 10 月 31 日 

）開催回  

 開催回 は、 回目・ 回目ともに 日

の 18 30～20 30 の 10 回としました。 

）開催  

 財団の会議 で実施しました。 

） ・助手 

 ・助手は、 財団 人 日本 うあ連

から 覚障害 事者と手 の を け

ました。 

） 内  

 内 は、 編とし、 表 の内 で実施

しました。 

表 1 内  

内  

回 開 ・オリ ンテー ン 

回 自 ・  

回 ・  

回 日・カレンダー 

回  

回 理・ い  

回 （ と ） 

回 交 （ ） 

回 体の  

10 回 取とス ー ・修  

） 者 

 回目 事業者 人（修 者 人） 

 回目 事業者 人（修 者 人） 

 

 

 

 

写真  手 の様子 

 

 

写真   

 

1  

）開催  

 開催 は、5月 9日から 10 月 31 日まで

としました。 

）開催回  

 開催回 は、 日の 18 30～20 30

の 25 回としました。 

）開催  

 開催 は、中 部（大 市 区）

の会議 で実施しました。 

）  

 は、公 社団 人大 障害者協会

から手 を してもらいました。 

） 内  

 内 は、 編とし、 表 の内 で

実施しました。 

 

表  内  

 内  

回 開 ・オリ ンテー ン・ 

自  

回 あいさつ 

回 名 の  

回 の  

回  

回  

回 のこと 

回 事のこと 

回 のこと 

10 回 自 の 表 

11 回 日のこと 

12 回 か月のこと 

13 回 年のこと 

14 回 会 

15 回 ーテ ーのこと 

16 回 行のこと 

17 回 のこと 

18 回 学 のこと 

19 回 手 検 に向けて 

20 回 のこと 

21 回  

22 回 ール レイ 

23 回  

24 回 ス ー  

25 回 ス ー 表・修  

 

） 者 

 事業者 人（修 者 人） 

）事務  

 事務 を公 財団 人関 交 経済研究

ンターに しました。 

  

 

写真３ の様子 

 

写真  ス ーチ 表の様子 
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．手 の  
 

 で 成 し 手 し こ した

お 手 の で こ も 手 の

で  

で で 共交 手

し 共交 お の 図

  

1 1  

）開催  

 開催 は、 のとおりです。 

回目 5月 23 日から 7月 25 日 

回目 8月 29 日から 10 月 31 日 

）開催回  

 開催回 は、 回目・ 回目ともに 日

の 18 30～20 30 の 10 回としました。 

）開催  

 財団の会議 で実施しました。 

） ・助手 

 ・助手は、 財団 人 日本 うあ連

から 覚障害 事者と手 の を け

ました。 

） 内  

 内 は、 編とし、 表 の内 で実施

しました。 

表 1 内  

内  

回 開 ・オリ ンテー ン 

回 自 ・  

回 ・  

回 日・カレンダー 

回  

回 理・ い  

回 （ と ） 

回 交 （ ） 

回 体の  

10 回 取とス ー ・修  

） 者 

 回目 事業者 人（修 者 人） 

 回目 事業者 人（修 者 人） 

 

 

 

 

写真  手 の様子 

 

 

写真   

 

1  

）開催  

 開催 は、5月 9日から 10 月 31 日まで

としました。 

）開催回  

 開催回 は、 日の 18 30～20 30

の 25 回としました。 

）開催  

 開催 は、中 部（大 市 区）

の会議 で実施しました。 

）  

 は、公 社団 人大 障害者協会

から手 を してもらいました。 

） 内  

 内 は、 編とし、 表 の内 で

実施しました。 

 

表  内  

 内  

回 開 ・オリ ンテー ン・ 

自  

回 あいさつ 

回 名 の  

回 の  

回  

回  

回 のこと 

回 事のこと 

回 のこと 

10 回 自 の 表 

11 回 日のこと 

12 回 か月のこと 

13 回 年のこと 

14 回 会 

15 回 ーテ ーのこと 

16 回 行のこと 

17 回 のこと 

18 回 学 のこと 

19 回 手 検 に向けて 

20 回 のこと 

21 回  

22 回 ール レイ 

23 回  

24 回 ス ー  

25 回 ス ー 表・修  

 

） 者 

 事業者 人（修 者 人） 

）事務  

 事務 を公 財団 人関 交 経済研究

ンターに しました。 

  

 

写真３ の様子 

 

写真  ス ーチ 表の様子 
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． ア ー の ・ の  
 

 交 ア ー での つ ード・ トの の

え の 交換 交換 こ し ア ー

し した た 交 ア ー の

た 図 の  

1 11 台 ・台 で た 1 1 の 交

表 ース し ア ー

研 の どの 介 した  

 

 ア ー の  

1 1  

 回  開催日  テー  

1 50 回 
成 30 年 

5 月 22 日 

の ー ル イン  

・ 男 （中 大学研究開 機 ・教授） 

・ 部 （中部大学工学部・教授） 

2 51 回 6 月 28 日 

交 の提 と交 の 大に対する と交 の 大が に及

す  

・ 登 （ 大学 市 イン学部・ 教授） 

3 52 回 7 月 25 日 

オリン ク・ ラリン ク  

・ （ 設 事務 ） 

・ （ 会社 S I あ・える 部・ 表） 

・松 （ 財団・ 画調査 ） 

4 53 回 9 月 6 日 

知的障害のある人との共同研究 インクルー リ ー の 能

性  

 ・J   

5 54 回 12 月 7 日 

と リア リー、 ー ル ーリ ムを考える  

 ・ （公 財団 人共用 機 ・ 務理事） 

 ・ （日本トラ ル ル ー協会） 

 ・ 志志（クラ ーリ ム 会社） 

 ・松 （ 交 省関東 ・ 部 ） 

 ・松 （ 財団・ 画調査 ） 

6 55 回 
成 31 年 

2 月 16 日 

事者の を いてともに考える 会～公共 編（手すりやトイ

レを中心に）～  

 ・中 子 （自 支援 ンターたかつき） 

 ・松 （ 財団・ 画調査 ） 

 ・手すりについて考える会 

7 56 回 2 月 28 日 

2018 年度 日本 における 活動 会  

 ・ （ 工業 等 学 ・教授） 

 ・神 （ 工業 等 学 ・教授） 

 ・ 子 （ うご 記念 21 研究機 ・ 研究 ） 

 ・中野 と （中 大学 学 ・ 教授） 

  

1   

 回  開催日  
テー  

 

1 8 回 
成 30 年 

10 月 12 日 

もが利用しやすい公共 でのトイレの 備について  

 ・ 学 （大 速 会社 事業本部 

部・ ） 

 ・ （障害者の自 と 加を目 す大 連 会議） 

 ・ 義 （同 ） 

 ・中 子 （同 ） 

2 9 回 
成 31 年 

2 月 27 日 

害 （ 等）における 動 者への を考える  

 ・ 子 （ うご 記念 21 研究機  

・ 研究 ） 

 ・ 名 （ 人日 生活支援 ト ーク 

・ ー ーター） 

 ・ 本 （ アステー ンきりん 

・ま なか ミレー ン ） 

なお、関 においては、公 財団 人関 交 経済研究 ンターに し、実施した。 

 

 

写真 1  

 

写真  スカッ ンの様子 

 

 

 1 1 の

交 の  

 

1 1 開催   

  2018 年 11 月 12～15 日 

1 2 開催   

  ン ン ン ンター 

1 3 加目的  

  S は、 交 学会（ ）の

者・障害者交 会の 催により 3

年に 度 度開催されている 者・障

害者の 動と交 を に う の

学会であり、 財団の取り組 を 表

するとともに、 の取り組 について

情 集し、関係 を行う目的で 加

しています。 

 

写真３ ース の様子 
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． ア ー の ・ の  
 

 交 ア ー での つ ード・ トの の

え の 交換 交換 こ し ア ー

し した た 交 ア ー の

た 図 の  

1 11 台 ・台 で た 1 1 の 交

表 ース し ア ー

研 の どの 介 した  

 

 ア ー の  

1 1  

 回  開催日  テー  

1 50 回 
成 30 年 

5 月 22 日 

の ー ル イン  

・ 男 （中 大学研究開 機 ・教授） 

・ 部 （中部大学工学部・教授） 

2 51 回 6 月 28 日 

交 の提 と交 の 大に対する と交 の 大が に及

す  

・ 登 （ 大学 市 イン学部・ 教授） 

3 52 回 7 月 25 日 

オリン ク・ ラリン ク  

・ （ 設 事務 ） 

・ （ 会社 S I あ・える 部・ 表） 

・松 （ 財団・ 画調査 ） 

4 53 回 9 月 6 日 

知的障害のある人との共同研究 インクルー リ ー の 能

性  

 ・J   

5 54 回 12 月 7 日 

と リア リー、 ー ル ーリ ムを考える  

 ・ （公 財団 人共用 機 ・ 務理事） 

 ・ （日本トラ ル ル ー協会） 

 ・ 志志（クラ ーリ ム 会社） 

 ・松 （ 交 省関東 ・ 部 ） 

 ・松 （ 財団・ 画調査 ） 

6 55 回 
成 31 年 

2 月 16 日 

事者の を いてともに考える 会～公共 編（手すりやトイ

レを中心に）～  

 ・中 子 （自 支援 ンターたかつき） 

 ・松 （ 財団・ 画調査 ） 

 ・手すりについて考える会 

7 56 回 2 月 28 日 

2018 年度 日本 における 活動 会  

 ・ （ 工業 等 学 ・教授） 

 ・神 （ 工業 等 学 ・教授） 

 ・ 子 （ うご 記念 21 研究機 ・ 研究 ） 

 ・中野 と （中 大学 学 ・ 教授） 

  

1   

 回  開催日  
テー  

 

1 8 回 
成 30 年 

10 月 12 日 

もが利用しやすい公共 でのトイレの 備について  

 ・ 学 （大 速 会社 事業本部 

部・ ） 

 ・ （障害者の自 と 加を目 す大 連 会議） 

 ・ 義 （同 ） 

 ・中 子 （同 ） 

2 9 回 
成 31 年 

2 月 27 日 

害 （ 等）における 動 者への を考える  

 ・ 子 （ うご 記念 21 研究機  

・ 研究 ） 

 ・ 名 （ 人日 生活支援 ト ーク 

・ ー ーター） 

 ・ 本 （ アステー ンきりん 

・ま なか ミレー ン ） 

なお、関 においては、公 財団 人関 交 経済研究 ンターに し、実施した。 

 

 

写真 1  

 

写真  スカッ ンの様子 

 

 

 1 1 の

交 の  

 

1 1 開催   

  2018 年 11 月 12～15 日 

1 2 開催   

  ン ン ン ンター 

1 3 加目的  

  S は、 交 学会（ ）の

者・障害者交 会の 催により 3

年に 度 度開催されている 者・障

害者の 動と交 を に う の

学会であり、 財団の取り組 を 表

するとともに、 の取り組 について

情 集し、関係 を行う目的で 加

しています。 

 

写真３ ース の様子 
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． た様  

 

 ・交 市 の

実施 ン ア の ート実施のた の研修 ムの

イン した し 標準案内用図記号の作成 した  

 

．市  

今 イン ウンドの活性化が され

る中、外 人 だけでなく障害者、 者

等を 日本人にとっての 動と交 に関す

る 題を するための意 調査を実施して

います。また、継続的に実施することによる

的な変化の に めています。 

 で日 的に公共交 を利用して

いる 15 の 300 名を対 に 調査を実

施しました(2019 年 3 月)。 

 な調査 は、 に対する として

は、「 内や車 内の案内・表 、 機・

体 」は 備が んでいるという 的な

意見が多い 方、他の の 等については

り合いなどの ーができておら 的

な意見が多い となっています。 に対

する としては、「 や車内での案内・表

、 り 案内、 設備」は 的な意見

が多い 方、 表や行き 等の案内の 実を

める が多くありました。 の利用動

向はす に を る(51 0 )対して、 られた

経験は なく(14 )、 利用でも を

る(41 )に対して、 られた経験は なく

(6 7 )、 が することが かりまし

た。 っている人を見かけた の対応として

は、 動 者は があれ 対応(24 3 )、

外 人は をかけられたら対応(29 7 )が

も回 が多く、外 人に対しては け身の対応

が多い 向でした。 開催で するこ

ととしては、「情 提 や案内の向 (26 3 )」

「利用者 ー・心 いの向 (25 0 )」とい

う となりました。 

 調査 からは、オリ ラをきっかけとし利

用しやすい公共交 機関とするために情 や

案内の なる 実や、多 性の理解や心の リ

ア リーの社会 体への周知、 の必要性が

あることが かりました。今 は継続的かつ

画的な調査の実施による 向分 や取り組

の ・分 に取り組んでいきたいと い

ます。 

 

．研修 ム 

オリ ラに向け、 ランテ アなど人的対

応による ームレスな 動支援の実 を目

し、 財団 人 研究 ンターとの共

同研究として、「障害の社会 ルを学 心

の リア リー研修 」を実施しています。 

2017 年 2 月に 議 された「 ー

ル イン 2020 行動 画」では「心の リア

リー」分野が 1 つの として 置 けられ、

共生社会実 に向けた取り組 を するこ

とがうた れています。オリ ラのような大規

イ ントにおいては、多 な利用者の な

動支援のための人的 ポートが重要であり、

交 機関、自 体等関係者に向けて「障害の社

会 ル※」という新たな概念に いた心の

リア リー研修の 及が重要で、 記行動

画の す方向に合 するものです。 

そのため共同研究においては、障害 事者

等の自 的 画を た「オリン ク・ ラリ

ン クに向けた多 な利用者の な 動

支援に関する共同研究協議会」を設置し、動画

教材の作成とその活用について検討を重ねて

います。 

動画教材については既に車いす使用者編

（2017 年度）、視覚障害者編、精神障害者編

（2018 年度）を作成して研修を実施していま

す。車いす使用者編は浜松市、新宿区等で実施

し、視覚障害者編、精神障害者編は慶應義塾大

学中野泰志教授のゼミでの試行等を行なって

います。 

※「障害」は個人の心身機能の障害と社会的障壁の相

互作用によって作り出されているものでああり、社会

的障壁を取り除くのは社会の責務であるという考え。 

 

写真 浜松市での研修実施の様子 

 

３．標準案内用図記号 

 2020東京大会に向けて2015～16年度に日本

財団助成事業で取り組んだ図記号作成におい

て継続検討が必要な項目となっていた図記号

を検討し、8項目の図記号を作成しました(表

1)。作成までは、関係者へのヒアリング調査(14

団体)の実施、意見交換会(2 回)、作業部会(5

回)、説明会(2 回)の開催、理解度及び視認性

試験(450 名(日本人 362 名、海外 88 名))を実

施しました。 

 今回作成した 8項目の図記号の内、7項目は

トイレに関連する図記号となっています。これ

はトイレの機能分散に対応したもので、従来車

いす使用者が使用するための多機能トイレに

利用者が集中し、車いす使用者が使用できない

という問題が生じたことから、多機能トイレに

設置されていた子ども連れに関連する設備や

オストメイト用設備を他便房へ分散する方向

になり、外からでも便房内の設備を確認できる

よう扉等に設置するために必要性が生じた項

目でした。また、急速に変化する社会事情に適

合できるよう今までにない概念の図記号とし

て「男女共用お手洗」や「カームダウン・クー

ルダウン」の作成にも挑戦しました。 

 作成した図記号は、2018 年 10 月にどなたに

も自由にご使用いただけるようホームページ

で公開しており、JIS(日本工業規格)への登録

も経済産業省へ提案中です。 

2019 年度には「標準案内用図記号ガイドラ

イン改訂版」への追加を検討すると共に、新し

いカテゴリーである「男女共用お手洗」や「カ

ームダウン・クールダウン」の図記号の周知を

図るためのポスター作成を検討していきたい

と考えています。 

 

表 1 作成した標準案内用図記号 

介助用ベッド 

 

着替え台 

 
ベビーチェア 

 

 

簡易型オストメイト

用設備 

 
簡易型 

おむつ交換台 

 

男女共用お手洗 

 
こどもお手洗 

 

 

カームダウン・クー

ルダウン 
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． た様  

 

 ・交 市 の

実施 ン ア の ート実施のた の研修 ムの

イン した し 標準案内用図記号の作成 した  

 

．市  

今 イン ウンドの活性化が され

る中、外 人 だけでなく障害者、 者

等を 日本人にとっての 動と交 に関す

る 題を するための意 調査を実施して

います。また、継続的に実施することによる

的な変化の に めています。 

 で日 的に公共交 を利用して

いる 15 の 300 名を対 に 調査を実

施しました(2019 年 3 月)。 

 な調査 は、 に対する として

は、「 内や車 内の案内・表 、 機・

体 」は 備が んでいるという 的な

意見が多い 方、他の の 等については

り合いなどの ーができておら 的

な意見が多い となっています。 に対

する としては、「 や車内での案内・表

、 り 案内、 設備」は 的な意見

が多い 方、 表や行き 等の案内の 実を

める が多くありました。 の利用動

向はす に を る(51 0 )対して、 られた

経験は なく(14 )、 利用でも を

る(41 )に対して、 られた経験は なく

(6 7 )、 が することが かりまし

た。 っている人を見かけた の対応として

は、 動 者は があれ 対応(24 3 )、

外 人は をかけられたら対応(29 7 )が

も回 が多く、外 人に対しては け身の対応

が多い 向でした。 開催で するこ

ととしては、「情 提 や案内の向 (26 3 )」

「利用者 ー・心 いの向 (25 0 )」とい

う となりました。 

 調査 からは、オリ ラをきっかけとし利

用しやすい公共交 機関とするために情 や

案内の なる 実や、多 性の理解や心の リ

ア リーの社会 体への周知、 の必要性が

あることが かりました。今 は継続的かつ

画的な調査の実施による 向分 や取り組

の ・分 に取り組んでいきたいと い

ます。 

 

．研修 ム 

オリ ラに向け、 ランテ アなど人的対

応による ームレスな 動支援の実 を目

し、 財団 人 研究 ンターとの共

同研究として、「障害の社会 ルを学 心

の リア リー研修 」を実施しています。 

2017 年 2 月に 議 された「 ー

ル イン 2020 行動 画」では「心の リア

リー」分野が 1 つの として 置 けられ、

共生社会実 に向けた取り組 を するこ

とがうた れています。オリ ラのような大規

イ ントにおいては、多 な利用者の な

動支援のための人的 ポートが重要であり、

交 機関、自 体等関係者に向けて「障害の社

会 ル※」という新たな概念に いた心の

リア リー研修の 及が重要で、 記行動

画の す方向に合 するものです。 

そのため共同研究においては、障害 事者

等の自 的 画を た「オリン ク・ ラリ

ン クに向けた多 な利用者の な 動

支援に関する共同研究協議会」を設置し、動画

教材の作成とその活用について検討を重ねて

います。 

動画教材については既に車いす使用者編
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介助用ベッド 

 

着替え台 

 
ベビーチェア 

 

 

簡易型オストメイト

用設備 

 
簡易型 

おむつ交換台 

 

男女共用お手洗 

 
こどもお手洗 

 

 

カームダウン・クー

ルダウン 
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． の ・ 研  

 

で ト の様 用

の の 様 様 内設備の 手 トの 作

の 用 の ー この研 で

の ・ 図 た の の 用 アン

ート ービス 交 の メーカー の ア ン 実施し

の の し した  

 

． のアン ート  

車 の改 ー のため、2018 年

8 月に 市内で開催された 体 自由

支援学 連合会 会（会 207 ）に

おいて 者と 教 にアン ート調

査を行いました。 者アン ートは 108 、教

アン ート 8 の回 を ました。 

問 子と回 は表 1の りです。 

表 1 アン ート の 子  

1 の  

・生 の年 分 は 6 から 18 まで。 

用 の

つ イ の 用  

学 は「手動車いす」 46 、「 ー」 34 で大

を める 

学 外は「 行 」の使用 18 あり（ 方、 学 の

使用は 2 にとどまっている） 

の 用 イ  

車 タイ  

同じ車 を使用 6 、 なる車 を使用 4  

は イ ー ス事業 の提 する 車

に 車する ースが られる 

車  

登 の 車 は 31 分 が 45 、1 を える

ースが 5  

方  

する の扉の 置は、 部扉、 扉ともに  

中大 スの 合は 扉の利用が多く、リ ト（22 ）

外に、 きかかえての 車が 51 ある 

で こ

の  

や日よけが いと う回 が も多い 

自 から まで い 

に れる 

スと り を共用しているため が重なる

と し ない 

内で こ の

内設備の の ート

ベルト 着  

車いすの に がかかる 

体 ルト は登 52 、 44 、 ート

ルト は登 61 、 62  

方 自体への  

事情により体 ルトを けられない 

アイ ア 記  

設備  

リ トの 作 がかかる 

ス ー は により設置 を  

調の き出しが にあたる 

を置く がない 

手すりなどつかまる が している 

3 ート ルトが必要 

用・情 等  

スを つ が めないため、 Sなどで スの 情

が しい 

教 の ーテー ンの も大きいためス ルのある

の同 があると い 

車 を して自 くの い まで来て しい 

ーも られると い 

 

 の ・ ア ン  

支援学 では、車 への工 として、

・生 に合 てリクライ ング ートを

する、体 に合 たカー ートの設置、車いす

置き の の設置、 での のた

め 部リ トにする等が られました。 

また、 的 ア の利用ができないという

が多く、 的 ア の 対応は東京 が財

を確 した かりで、 的に対応が めて ら

れている が かりました。 

もっとも大きな 題（工 ）は 年変 る

生 の人 、 、身体 等に応じて ー

ス設 、 車 画を 案することで、 者

がきめ かな を行っています。 の 用

確 なども 題となっています。 

また やスペースについては 外学 など

で の と なる使い方をする 合や 速

を使用する 合など、 や ート ルト等

の の対応が必要です。 

・生 が使用する車いすについては の

車いすの か ーを対 としているとこ も

あり、 ーの 度、 の 性、 ート ル

トをどのように使用するか等 での 題も

ありました。 

 

 

写真 型 ス した  

 

 メーカー・交 の 交換 

実 に車 改 を行う メーカー 社、教

会等からの 行を行う交 事業者 社

の 加により意見交換を行ないました。 

な と 題は表 2の りです。 

表  交換で た の  

） スは 年 生 が するため、 スペース

と車いすスペースなど車内レイアウトの変 が必要とな

る。 

） の 準では、車いすに対して と同等

の の要 が られていないため、 確 が 題。

（ には スと同等の 準が されている） 

）車いす 動車（ 交省による自動車の用 区分）の

規 は、 や を対 としたもの。車いす使用

者 外の障害者が る の扉 、ステ さ・ 行き、

手すり設置 置などの がない。 を えて さ

ることもある の 性 が必要。 

）知的障害者などの他の障害 との同 や 的 ア の

利用 ー への対応が必要。 

） 支援学 の スは、行 等から 行事業者への

業務 が 的であり、年度ごとの ・ が多い。

利用者 ー に合った車 の手 や 務 ・ のス

ルに関する継続的な改 の取組 が しい。 

 

． の ・ た

の  

今回の調査で できた 題を に、車 に

められる設備 、その他の内 に関する改 の方

向性を表 3の り 理しました。 

 

表  の  

、 ルト等  

・車 登録 の 内であれ レイアウト変 は

能で、ある 度の 性は確 できる。 

・車いすの 性を考え、体 には車いす の工

で対応できる。 にカー ートを て対応するなど

個 対応による事 を 考にする。 速 利用 の

性は継続検討を要する。 

・ドア 、手すり、ステ など の も

あるが、ステ 行き規 の 等、 手 能なとこ

は実施されつつある。 

・ ア対応は、 機 設置スペース、 ン ントな

どの 備 がある。 

・ に他の利用者に手を出してしまう子 もおり、

、 車 置など設備と 用 で工 する。 

適性等の向  

・リ ト の日よけター 設置は 能（ 作 が 題） 

・ 調 き出し の調 、カーテン設置は 能 

・ 確 など 者の作業性の改  

・ スの や 行 置の ができるようにする 

継続的改  

・ 部自 体等に見られる、 年 、 合 度

などの で改 の がある。 

行方 、 用 の 的 題  

・東京オリン ク・ ラリン ク の障害者向け

トル 、 ラ 手の 車 としての利用 

・車 の き を活用した 交 での活用 

※今回の改 案の対 は使用 度が い中・大 ス車

を しています。 

 

今 も 性、 メーカーの 自の工 を活か

しつつ、 と利便性向 の で車内設備な

どの の 化を図り、利用 を向 さ る

必要があります。 
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． イド イン 施設・ の し  

 

成 た 共交 の 施設 備 イド イン

共交 の 備 イド イン お た

の で した イド イン 実施し した  

． 用した 案内の  

 

成 29 年度のガイドラインの改訂にあた

り検討 会や ー ンググルー では、

障害 事者にとって、ホームページから事

に情 集をすることが重要であることや、

I を活用した 動支援の活用など情 提

に関する な意見があ られました。 

ガイドラインの改訂では、「情 提 の考え

方」の項目において、ウ イトやア リ

等のアク リテ 確 の必要性を しま

したが、 用につな るために、より 体的

な内 を す必要がありました。 のよう

な からウ イト等のアク リテ

確 や I を活用した 動支援等を対 に

ガイドラインへの 方 を検討することを

目的として I 検討 会を ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内  

I 検討 会を 4回開催し、ウ イ

ト等のウ アク リテ を確 するた

めに、JIS  8341 3 2016 に き、公共交

機関が して対応す き 項目を 理

しました。また、I を活用した 動支援に

ついては、東京メト 等で実 実験が行 れ

ていた「 I」（ ードを活用して視覚

障害者に 動経 に関する情 を提 するア

リ）等の 確認や 交 省の「 精度

社会 ジ クト」の内 を 理し、ガ

イドラインへの 案を作成しました。 

 今 は、 交 省で 会を 、

障害 事者等の意見を確認する です。ま

た、 財団では交 事業者向けウ ア

ク リテ の開催を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 用した の ービスのイメー   

交 記し 作成 

． の イド イン の  

改 等に い、 成 30 年 7 月版のガイド

ラインから 部追記変 しました。 

の 内  

 者、障害者等が 動のための車 子等

を使用したまま車内に り ことが 能な

スが リア リー の適用対 となっ

たこと等、 改 の内 を けて、ガイドラ

インを改訂しました。 

 

リフト 開  1 40  

リフト 開  1 0 0  

プラット ーム  1 6 0  

プラット ーム  0  

車 車  0  

プラット ーム  1 2 0  

  00  

写真 の  

 

施設 の 内  

JIS 8210（案内用図記号）に「 便 」

「 便 」「 洗 便 」の 3つの案内用

図記号が追加されたことを けて、ガイドラ

インを改訂しました。 

 

図 した クト ム 

 

３ の  

今 は、 成 30 年度に 交 省 で

行 れた における ラ トホームと車

の さと に関する検討の を

ガイドラインに します。また、ガイドラ

インはおおよそ 5年ごとに改訂しますが、

的な事 を 確認することができるよう

な情 提 のあり方を検討します。 

バリアフリー整備ガイドライン  

 

３． イド イン ー 

2018 年 7 月から 2019 年 1 月にかけて、日

本 のま くり学会、 方 と共に

ガイドライン改訂に関する ミ ーを

11 か で実施し、 1 000 名の 加がありま

しました。 ミ ーでは、「 および 準改

の概要」、「ガイドライン見 し概要」に加

えて、 の 者や障害 事者などから

題提 をしていただき、 加者と意見交換

を行いました。 

 

表 ー  

実施   共 ・  

2018
年 

7 月 札幌 − 

9 月 

仙台 − 

神⼾ 国土交通省 近畿運輸局、神⼾
運輸監理部 

富山 国土交通省 北陸信越運輸局 

10
月 

名古屋 国土交通省 中部運輸局 
東京 国土交通省 関東運輸局 
香川 国土交通省 四国運輸局 

11
月 鳥取 国土交通省 中国運輸局 鳥取

運輸支局 、鳥取県 

2019
年 1 月 

福岡 国土交通省 九州運輸局 
沖縄 沖縄県/内閣府沖縄総合事務局 
広島 国土交通省 中国運輸局 
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． イド イン 施設・ の し  

 

成 た 共交 の 施設 備 イド イン

共交 の 備 イド イン お た

の で した イド イン 実施し した  

． 用した 案内の  

 

成 29 年度のガイドラインの改訂にあた

り検討 会や ー ンググルー では、

障害 事者にとって、ホームページから事

に情 集をすることが重要であることや、

I を活用した 動支援の活用など情 提

に関する な意見があ られました。 

ガイドラインの改訂では、「情 提 の考え

方」の項目において、ウ イトやア リ

等のアク リテ 確 の必要性を しま

したが、 用につな るために、より 体的

な内 を す必要がありました。 のよう

な からウ イト等のアク リテ

確 や I を活用した 動支援等を対 に

ガイドラインへの 方 を検討することを

目的として I 検討 会を ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施内  

I 検討 会を 4回開催し、ウ イ

ト等のウ アク リテ を確 するた

めに、JIS  8341 3 2016 に き、公共交

機関が して対応す き 項目を 理

しました。また、I を活用した 動支援に

ついては、東京メト 等で実 実験が行 れ

ていた「 I」（ ードを活用して視覚

障害者に 動経 に関する情 を提 するア

リ）等の 確認や 交 省の「 精度

社会 ジ クト」の内 を 理し、ガ

イドラインへの 案を作成しました。 

 今 は、 交 省で 会を 、

障害 事者等の意見を確認する です。ま

た、 財団では交 事業者向けウ ア

ク リテ の開催を検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 用した の ービスのイメー   

交 記し 作成 

． の イド イン の  

改 等に い、 成 30 年 7 月版のガイド

ラインから 部追記変 しました。 

の 内  

 者、障害者等が 動のための車 子等

を使用したまま車内に り ことが 能な

スが リア リー の適用対 となっ

たこと等、 改 の内 を けて、ガイドラ

インを改訂しました。 

 

リフト 開  1 40  

リフト 開  1 0 0  

プラット ーム  1 6 0  

プラット ーム  0  

車 車  0  

プラット ーム  1 2 0  

  00  

写真 の  

 

施設 の 内  

JIS 8210（案内用図記号）に「 便 」

「 便 」「 洗 便 」の 3つの案内用

図記号が追加されたことを けて、ガイドラ

インを改訂しました。 

 

図 した クト ム 

 

３ の  

今 は、 成 30 年度に 交 省 で

行 れた における ラ トホームと車

の さと に関する検討の を

ガイドラインに します。また、ガイドラ

インはおおよそ 5年ごとに改訂しますが、

的な事 を 確認することができるよう
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バリアフリー整備ガイドライン  

 

３． イド イン ー 

2018 年 7 月から 2019 年 1 月にかけて、日

本 のま くり学会、 方 と共に

ガイドライン改訂に関する ミ ーを

11 か で実施し、 1 000 名の 加がありま

しました。 ミ ーでは、「 および 準改

の概要」、「ガイドライン見 し概要」に加
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題提 をしていただき、 加者と意見交換

を行いました。 
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神⼾ 国土交通省 近畿運輸局、神⼾
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富山 国土交通省 北陸信越運輸局 

10
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名古屋 国土交通省 中部運輸局 
東京 国土交通省 関東運輸局 
香川 国土交通省 四国運輸局 

11
月 鳥取 国土交通省 中国運輸局 鳥取

運輸支局 、鳥取県 

2019
年 1 月 

福岡 国土交通省 九州運輸局 
沖縄 沖縄県/内閣府沖縄総合事務局 
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． 交 ア ー研 ・ 助成 

 

交 ア ーの こ した研 ・ 助成

1 の 1 でした た 1

し した こ 1 し した  

．研 ・ 助成 つ  

 交 リア リーに関 る 的な調査研究や

開 を対 とし、交 リア リー に

することを目的として 2010 年度から実施して

います。 

 助成 は 年度で、 な事業の れは の

りです。 

（1月 1日～1月 31 日） 

査 会による （3月） 

助成事業の実施（4月～ 年度 2月） 

助成 の確 （3月） 

成 会での 表（6月） 

 また、 年度から、新たに 的重 題とし

て 4つのテー を設けました。 

2020 東京オリン ク・ ラリン クとそのレ

ガ ーに向けて 

害 、 及び備え( も ) 

な障害の理解と行動 

リテ 確  

 

．  

 2016 年度 2カ年事業 と、2017 年度事業

の成 会を、2018 年 6 月 12 日( )に

東 S  にて 55 名の 加を て開

催しました。 

2016 年度 2カ年事業  

知的障害 の交 学 置の開 （交 学

における 化を目 して)（ 大学人

社会学 学 教 学 支援学 学

) 

機能障害者・ 者に対する

支援 の 用性に関する研究( 障害者

研究 中 ) 

動 者を対 とした自 車教 に関

する研究(公害 生 ) 

2017 年度事業  

交 にかかる 教 授業 動画

の作成( 教 大学大学 ) 

大 ・なん における分かりやすい

表 の実 研究(大 障害者自 生活協会

義 ) 

障害 調査(

子 ) 

の での の に関する実

験的検討( 者、 者および 者）(産業

合研究 ) 

交 における障害 事者 加による

改 の実 性に関する研究( 大

学大 ) 

自 車の 行が障害者の に える

( 手 大学  ） 

認知 者に した公共交 施設の

作 設備に関する調査研究(日本工業大学 野

子 ) 

行 用 図 の 性 に関する研

究(成 大学 ） 

内の のための 表

を用いた見やすさの研究(東京工業大学加

子 ) 

の 性 標の 度化

(東京理 大学 部 ) 

． ア ー つ の  

 

こ で で 共交 の ア ー設備 つ 備 準

標 でした でも ア ー

の え で

施設の し お 準 た ど での の

し 様のし 用 こ も え のた の実 の

た の 実施し した  

公共交 機関における リア リー設備等

の は、 財団の「やさしさ 」や 交

省で検討した「 リア リー度 」等があ

られますが、これらは 事者や交 事業者が

自 のために使用することが目的とされ

ており、 的な 準等による の実

はありま ん。 方、2018 年 11 月に改 され

た リア リー では障害者等の 画による

等を行う会議の開催が明 化されており、

今 障害 事者も 加する の重要性が

すと考えられます。 

そこで今 の 度のあり方を検討する

必要が生じた 合を考え、海外での事 を集め

ることとし、ま は既に リア リー認 度

( 、 認 )を施行している の事 や

実 を し、その実 性を考 するための

調査を実施しました。調査内 は、 内調

査（既 情 の 集、 認 に関するホーム

ページの ）及び、 調査（ 認 機

関へのヒアリング、 備施設の視 ）です。 

 調査は 2019 年 2 月 20 日～24 日にかけ

て、 認 機関である 障害者開 や

研究 、京 動 リア リー施設

支援 ンター等でのヒアリング調査を実施

し、オリン ク公 や ジ 、 ウル

ス ンター等を視 しました。 

 における 認 は、 に く

準を と障害 事者が協 して実施し

ており、 認 が義務となっている公共

は年 500 度 査されていますが、

施設は ウル市内ではまだ 4 と かにと

どまっていました。また、 に く認

度ではありますが 規 がないため か

ら れた施設も 多く し、認 議 会

の は いものの、 行体 は だ 中と

いう を けました。また、 に く

備 アルがまだ 備していないため、設備

に らつきが見られ、認 度 用の しさを

実 しました。今 、 等も視野に れつつ、

調査を継続する です。 
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開 を対 とし、交 リア リー に

することを目的として 2010 年度から実施して
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て 4つのテー を設けました。 
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ガ ーに向けて 

害 、 及び備え( も ) 

な障害の理解と行動 
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．  

 2016 年度 2カ年事業 と、2017 年度事業

の成 会を、2018 年 6 月 12 日( )に

東 S  にて 55 名の 加を て開

催しました。 

2016 年度 2カ年事業  

知的障害 の交 学 置の開 （交 学

における 化を目 して)（ 大学人

社会学 学 教 学 支援学 学

) 

機能障害者・ 者に対する

支援 の 用性に関する研究( 障害者

研究 中 ) 

動 者を対 とした自 車教 に関

する研究(公害 生 ) 

2017 年度事業  

交 にかかる 教 授業 動画

の作成( 教 大学大学 ) 

大 ・なん における分かりやすい

表 の実 研究(大 障害者自 生活協会

義 ) 

障害 調査(

子 ) 

の での の に関する実

験的検討( 者、 者および 者）(産業

合研究 ) 

交 における障害 事者 加による

改 の実 性に関する研究( 大

学大 ) 

自 車の 行が障害者の に える

( 手 大学  ） 

認知 者に した公共交 施設の

作 設備に関する調査研究(日本工業大学 野

子 ) 

行 用 図 の 性 に関する研
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を用いた見やすさの研究(東京工業大学加
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標 でした でも ア ー
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省で検討した「 リア リー度 」等があ

られますが、これらは 事者や交 事業者が

自 のために使用することが目的とされ

ており、 的な 準等による の実

はありま ん。 方、2018 年 11 月に改 され

た リア リー では障害者等の 画による

等を行う会議の開催が明 化されており、
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ることとし、ま は既に リア リー認 度

( 、 認 )を施行している の事 や
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支援 ンター等でのヒアリング調査を実施

し、オリン ク公 や ジ 、 ウル
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 における 認 は、 に く

準を と障害 事者が協 して実施し

ており、 認 が義務となっている公共

は年 500 度 査されていますが、

施設は ウル市内ではまだ 4 と かにと

どまっていました。また、 に く認

度ではありますが 規 がないため か

ら れた施設も 多く し、認 議 会

の は いものの、 行体 は だ 中と

いう を けました。また、 に く

備 アルがまだ 備していないため、設備

に らつきが見られ、認 度 用の しさを

実 しました。今 、 等も視野に れつつ、
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写真 成 の様子 

 

３． 1 助成  

 応 22 事業の内、 部 2 事業、研究・

活動部 10 事業の合 12 事業 されました。2

月 事業 に う が提出され、助成 が

の り確 しました。 

部  

覚 認のある 機能障がい者に適した

害 ( 大学  883 236 )  

本 における行 機関の実務

の 題から た今 の 開方 に関する研究(

区 野  198 270 ) 

研究・活動部  

社 が多い における 動車いすでの

の についての研究(機能・ 等

の 性の の検討）(

 196 573 ) 

どこでも・だれでも・ に (生

き方の 研究 子 ） 

公共交 機関における視覚障害者 用

の 設実 と 題 行 の視 から

(日本 行 会 本利  200 000 ) 

相生市内 学 における の (

会社 神 193 448 ) 

事業者連 による 車 を活用した

に関する研究( う 本  

200 000 ) 

助 の による社会人・学生の障害者

意 の向 ( I 産業従業者協会

 200 000 ) 

障がい者が の 画を して、心の

を める( 関 ) 

「  」 で 適な

利用 を 的 で実 する ( 工業 等

学 神  200 000 ) 

認知 になっても交 機関を利用し外出を続け

られる社会を目 す(京 市 支援

 松本 生  200 000 ) 

つく 市における認知 者が外出しやすい

くりの調査 事者を中心とした 共

(認知 ・   

 200 000 ) 

 

． 1 助成  

 応 27 事業の内、 部 7 事業、研究・

活動部 5 事業の合 12 事業が されました。 

部  

知性・ 画機能 き 知図作成 の開

(新 大学 ) 

多 覚 合を利用した 覚 認者にも分かりや

すい 急 害情 の ( 大学

) 

事者 体の な の

( うご 記念 研究機 子

) 

障がい への自 車教 の開 とその

備 に関する研究(公害 生

) 

的重 題 I を活用した

の り方に関する 的研究神 工 大学

) 

手 を用いた の 利用

の調査・研究( 教学 大学新 志子 ) 

交 害 生 の公共交 の

対応に関する研究～ 成30年7月 害の実

と経験から～( 工業 等 学 神

) 

研究・活動部  

2 5 を使った視覚障害者・ 用 図の

について( 大学人 社会学 学 教 学

支援学 学 ) 

周 の と視覚障害者 用 の 覚的

に関する研究 行 の からー

(日本 行 会 成 ) 

の の共同 行と 者の

に関する研究(公害 生  内

子 ) 

多 な車 子使用者の の 車による

( ・ 今  義明 ) 

内における障がい者・ 者 の

実施( 会議 修 ) 

 

交 リア リー研究・活動助成事業 

イト 

 

 

 

  

考 的重 題は の りです 

 

2020 東京オリン ク・ ラリン クと、そのレガ ーに向けて  

障害のある人、 者、外 人、こども連れ等の 動 者を め多くの人 が

な目的で同 多 的な 動が される中、 な 動に関する調査研究及び

研究開 。  

害 、 及び備え（ も ）  

障害のある人、 者、外 人、こども連れ等の 動 者に対する、大規

害や 等への備え（事 学 、 、連 等）や （連 （ ミ ー

ン）、 方 、 等）、 （ 設 、連 等）に関する 心、 性

を確 するための調査研究及び研究開 、また における情 提 及びその対

応に関する調査研究及び研究開   

な障害の理解と行動  

度や意 の変 を って子どもから大人までその理解を し、 体的な行動に

つな ることによる社会的障壁の除 も めた共生社会 のための や教 活

動に関する調査研究及び研究開   

リテ 確   

化が急 に 、自 までの んの しの 動（ラスト ン イル）が し

い が、 なども めて、今 えていくことが される中で、

心して 動できる くりに関する調査研究及び研究開  

22

120116-本文.indd   22 2019/07/24   16:29:42



 

写真 成 の様子 

 

３． 1 助成  

 応 22 事業の内、 部 2 事業、研究・

活動部 10 事業の合 12 事業 されました。2

月 事業 に う が提出され、助成 が

の り確 しました。 

部  

覚 認のある 機能障がい者に適した

害 ( 大学  883 236 )  

本 における行 機関の実務

の 題から た今 の 開方 に関する研究(

区 野  198 270 ) 

研究・活動部  

社 が多い における 動車いすでの
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どこでも・だれでも・ に (生

き方の 研究 子 ） 
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． 1 助成  
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考 的重 題は の りです 

 

2020 東京オリン ク・ ラリン クと、そのレガ ーに向けて  

障害のある人、 者、外 人、こども連れ等の 動 者を め多くの人 が

な目的で同 多 的な 動が される中、 な 動に関する調査研究及び

研究開 。  

害 、 及び備え（ も ）  

障害のある人、 者、外 人、こども連れ等の 動 者に対する、大規

害や 等への備え（事 学 、 、連 等）や （連 （ ミ ー

ン）、 方 、 等）、 （ 設 、連 等）に関する 心、 性

を確 するための調査研究及び研究開 、また における情 提 及びその対

応に関する調査研究及び研究開   

な障害の理解と行動  

度や意 の変 を って子どもから大人までその理解を し、 体的な行動に

つな ることによる社会的障壁の除 も めた共生社会 のための や教 活

動に関する調査研究及び研究開   

リテ 確   

化が急 に 、自 までの んの しの 動（ラスト ン イル）が し

い が、 なども めて、今 えていくことが される中で、

心して 動できる くりに関する調査研究及び研究開  
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． 交 ア ー施設 備の助成  
 

 交 ー ルの ア ー ど

し 用 の で

の交 で お

た 交 手 で の し の

の の し ー ルの ア ー

で この の助成 ー ル

の施設 備の ア ー し 助成 こ で 交 用

の の し  

 助成 の  

1 1 助成  

 海 による 事業に使用

する および ターミ ルの 者。 

1  助成 し ・  

 助成を行うにあたり、 記の項目に する

については、重視・ することとしています。 

） に している を リア リー

化するための改 びに に する

の新 （ に 等） 

）自 害等により した および

ターミ ルの新 ・新 及び改 ・改  

）「 リア リーガイドライン」 しくは

「 リア リー 備ガイドライン」（ 、ガイ

ドライン）の 準を たしている施設・設備 

） 交 省 行動 画に く 経

（ 、グリーン経 ）の認 を取 （見

を ）した者、または 者・障害者等の利用

が多く 社団 人日本 協会（ 、協会）

が必要と認める  

1  助成 施設・設備 

 助成の対 は、 年度中に 工し 工する

及び ターミ ルの リア リー施設・設備

の 備。 体的には、 表 のとおりです。 

 

 

 

表  助成 施設・設備 

レ ーター、 解 置、 リア リー便

、 リア リー 、ス ー 、

置、視覚障害者 用 ク、 情 提

表 置、 知案内図、 リア リータラ 、

動 ーミング解 置、 リア リー

便  等 

また 記 外で、 者、障害者等が かつ

身体的 の ない方 で海 交 機関を利用

できるようにするための施設・設備で 財

団が認めたもの。 

1  助成  

 助成 は、 表 のとおりです。 

表  助成  

区分 改 ・改  新 ・新  

 70 （80 ） 内 

外 60 （70 ） 内 

ターミ ル 50 （60 ） 内 

ただし、 財団が認める 合はこの りで

はない。なお、（ ）内は「ガイドライン」に

す する内 を概ね たす 合の助成 。ま

た 事業者がグリーン経 認 の取 （見

を ）した者、あるいは 者・障害者等

の利用が多く協会が必要と認める の 合に

は、 記の助成 にさらに 10 の 。 

1  助成  

 助成 度 は、 表 のとおりです。 

表３ 助成  

区分 改 ・改  新 ・新  

 20  

外 15  

ターミ

ル 

8  

リア リータラ については、10 。 

 

1  助成  

 助成対 経 は、 表 のとおりです。 

表  助成  

 助成対 施設・設備等の  

工事  

助成対 施設・設備等の 備に係

る設置工事、外 工事、

設備工事、関連 工事等の工

事  

設  

助成対 施設・設備等の 備に

要する設 図 の作成 で、

財団が認めるもの 

 

1  助成の  

 助成の れは、年度 に カ （東京、

今 、松 、神 、 、 、 ）で

等事業者等を対 とした事業説明会を実施し、

活動を行い、 月から 月まで助成 の 集

を行いました。 を けた案 については、

10 月に 者からなる 査 会にて 議を行

い交 しました。 

 交 を けた案 については、実 を

し、内 を確認したの 、助成 の支 を実

施しました。 

 

 助成実  

 2018 年度の助成実 は、 記の表 ・表 のと

おりです。 

表   

事業者名 名 

ライン  ーメイド  

ー ト 

名 海  はや さ  

J 日本 リー ん （改 ） 

海  りや 

  I  

ごごしま しとらす 

くるしま くるしま  

市 うな  

市 リー大  

 いじま （改 ） 

リー  きたか  

リーさん ら あ 
さん ら あ きり

しま 

開 リー  
おれんじ え め 
おれんじ おおさか 

カー リー  

こう ス レス
（改 ） 

や き ス レ
ス（改 ） 

事業者  

 

表  ー ル 

事業者名 ターミ ル名 

市 浜  

ー ル女   

新日本海 リー  
リー

ターミ ル 

 ・  

 松  

事業者 か  

 

 

写真  イン ーメイド  
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今 、松 、神 、 、 、 ）で

等事業者等を対 とした事業説明会を実施し、

活動を行い、 月から 月まで助成 の 集

を行いました。 を けた案 については、

10 月に 者からなる 査 会にて 議を行

い交 しました。 

 交 を けた案 については、実 を

し、内 を確認したの 、助成 の支 を実

施しました。 

 

 助成実  

 2018 年度の助成実 は、 記の表 ・表 のと
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市 浜  
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写真  イン ーメイド  
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ア ー の 1  の実  

 

関係 会  

  

んなが使いやすい 施設 画 改

検討 会 
交 省  ト ーク部 
画  施設 度利用  

交 事業者向け 研修 グラム作成等の

ための検討 会 
交 省 合  心生活  

リア リー 及び関連施 の り方に関す

る検討会 
交 省 合 心生活  

における ラ トホームと車

の ・ に関する検討会 
交 省 画  

公共事業者向け ード・ ト取組 画検討

会 
交 省 合 心生活  

リア リー情 の提 方 等の検討

会 
交 省 合 心生活  

（ リア リー ） 会議（オ ー ー） 交 省 合 心生活  
子 てにやさしい 動に関する協議会 交 省 合 心生活  
関東 内 リア リー ト ーク会議 交 省 関東  
「身体障害者 助 の ・認 の実 に関す

る調査研究」検討会 
生 省社会援 障害 部 画 自

支援  
 

方自 体関係 会  

  

じのくに ー ル イン 会 くらし・ 部 生活  
市障がい者 解 支援 協議会 市 障がい  

協議会 区 部 理  
ー ル社会 くり うご 会議公

共交 部会 
障害 のま くり

研究  
 

団体等 会  

  

アク ル イン 協議会 事会メン ーとして 加（公 財団 人共用

機 ） 
標準化 会 公 財団 人共用 機  

内検討 会 公 財団 人共用 機  
内 議 会 社団 人日本 レ ーター協会 
 内 会 財団 人日本規格協会 

  改 案作成 会本 会 財団 人日本規格協会 
  見 しに関する分 会 財団 人日本規格協会 

同 授 図記号に関する分 会 財団 人日本規格協会 

トイレに関する案内用図記号の事 検討会 社団 人日本レストルーム工業会 
案内用図記号の 化に向けた検討会 財団 人 日本 財団 

ダイ ミ ク・ イ ングに関する 標準化

会 
研究開 人産業 合研究  

的な認知 者見 り支援 オレ

ンジ ー テ ト 会 
利活動 人 ア ト ー

ク ラ ン・メイト連 協議会 
 

・研修等  

  

33 回リ リテー ン工学協会カン

レンス 画 「 機利用への相互理解 

～ んなの ー ライト～」 

リ リテー ン工学協会 

リア リー施 研修の  交 省 交 大学 研修 ンター 
ホーム かけ ポート 会 画財 部交  

リア リーの くり 及・ 事

業 
神 事務  

じのくに 研修会 くらし・ 部 生活  
かけ ポーター 成  障害  

人 問題体験学 会 公 財団 人東京 人 ンター 
リア リー 会 大分  公 財団 人 ンター 

における 者等の 会 社団 人日本 協会 
会「 機・ 施設等の 新の

と 」 
社団 人日本機 学会 

「共生社会実 のためのアク リテ の

改 リア リー化の 」 
社会 人 自 の  だ ン ータ

ウス 
慶應義塾大学 リア リー ー

ル・ イン（ ）  
中野泰志教授研究  

今 の リア リーについて クリ 会社 
 

協 ・共催  

  

I 障害 事者リーダー 成研修 I 日本会議と共催 

す ての人 が使いやすいタク ーを目 し

て～障害 事者を交えた タク ー ミ ー 
交 省関東 と共催 

 

援・協  

  

回 ー ル イン会議

ン ク 

財団 人 ー ル イン協議

会 
日本 のま くり学会 回 大会 社団 人日本 のま くり学会 
日本 のま くり学会 身体と 社団 人日本 のま くり学会 身体
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33 回リ リテー ン工学協会カン

レンス 画 「 機利用への相互理解 

～ んなの ー ライト～」 

リ リテー ン工学協会 

リア リー施 研修の  交 省 交 大学 研修 ンター 
ホーム かけ ポート 会 画財 部交  

リア リーの くり 及・ 事

業 
神 事務  

じのくに 研修会 くらし・ 部 生活  
かけ ポーター 成  障害  

人 問題体験学 会 公 財団 人東京 人 ンター 
リア リー 会 大分  公 財団 人 ンター 

における 者等の 会 社団 人日本 協会 
会「 機・ 施設等の 新の

と 」 
社団 人日本機 学会 

「共生社会実 のためのアク リテ の

改 リア リー化の 」 
社会 人 自 の  だ ン ータ

ウス 
慶應義塾大学 リア リー ー

ル・ イン（ ）  
中野泰志教授研究  

今 の リア リーについて クリ 会社 
 

協 ・共催  

  

I 障害 事者リーダー 成研修 I 日本会議と共催 

す ての人 が使いやすいタク ーを目 し

て～障害 事者を交えた タク ー ミ ー 
交 省関東 と共催 

 

援・協  

  

回 ー ル イン会議

ン ク 

財団 人 ー ル イン協議

会 
日本 のま くり学会 回 大会 社団 人日本 のま くり学会 
日本 のま くり学会 身体と 社団 人日本 のま くり学会 身体
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会 ミ ー 「視覚・ 覚・ 覚に

関する 」  
日本 のま くり学会 身体と

会 「視覚・ 覚・ 覚に関する応用編連

続 ミ ー」 

と 会 

インクルー なま くりに向けて～東京

ラリン ク大会を 機としたレガ ーを

どう するか～ 

東 大学オリン ク・ ラリン ク 研究

ジ クト 財団 人 日本 のま

くり学会 
回リ 工学カン レンス あつ  

 
社団 人 日本リ リテー ン工学協

会 
回 目が見えない・見えにくい だから考

えついた とっておきのアイ ア ンテス

ト 

公 財団 人共用 機  

スカレーター ーア 活動 公 財団 人 東京 理学 協会 
回 ポ・ ー ル 大会 人 ミ ー ン・スク ア  

め  回  イ ン

ト 
め 実行 会 

「 と んてつ」 学生新 ンクール 社団 人 日本 協会 
 

出  

  

S 2018  （ 15 回 者と障害者

の 動と交 に関する 会議） 

実行 会 社会 人 ン

財団 
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